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たのしい訪問者達

先週の6時間目のこと。職員室にいると、5年生が入ってきて

「校長先生、用事がありますので、校長室で待っていてください」

と、言われたので校長室に戻り椅子に…。間もなく、ドアをノックする音が聞こえ写真のよ

うに、実ににこやかな表情で5･6年生の3人が入ってきました。

「校長先生、家庭科でホットケーキ作ったので食べてください」

「上にのせるのは、バターと、クリームとジャムとどれが良いですか？」

時刻は3時少し前。これは「3時のおやつにちょうど良い」などと言いながらありがたく

いただきました。少し言葉を交わし、帰り際に律儀に「失礼しました」というので、こうい

う失礼ならいつでも歓迎するよ、と見送りました。

気持ちも、おなかも文字通りホットになった午後の

ひとときでした。

ここのところ、殺伐としたニュースも多く、良いニ

ュースがあってもすぐにかき消されてしまうような社

会情勢です。せめて学校の中だけでもこのようなほの

ぼのとした、明るい話題にあふれてほしいものだと感

じています。

訪問者といえば、黒岩小学校にスピードワゴン、えりちょす、寿るいさんなどが12月3・

4日に訪問し、学校だけでなく、町内各スポットを撮影することになりました。

NHK-E テレ（教育テレビ）の「短歌 de 胸キュン」という番組の収録のためです。歌人の
佐伯祐子先生にも同行していただき、町内各場所で実際に短歌を詠んだり、指導を受けたり

とハードですが、有意義な2日間を過ごすことができそうです。

放送予定は、下記のとおりです。

【放送日】 １２月２３日（日）朝 ６時～６時２５分 Eテレ（教育テレビ）
１２月３０日（日）朝 ６時～６時２５分 Eテレ（教育テレビ）

再放送 １２月２５日（火）午後３時～３時２５分 Eテレ（教育テレビ）
１月 １日（火）午後３時～３時２５分 Eテレ（教育テレビ）

※番組は前編（２５分）と後編（２５分）の二部構成で、二週にわたり放送されます。

年末年始のひとときを、お楽しみください。

八雲町立黒岩小学校長
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１２ 月 の 行 事 予 定

３日（月）ＮＨＫテレビ番組収録 １７日（月）児童会活動
４日（火） 〃 ２３日（日）天皇誕生日
８日（土）ＰＴＡもちつき大会 ２４日（月）振替休業日

親子レク ２６日（水）冬季休業日
１０日（月）振替休業日

１４日（金）移動図書館 ～１／１７（木）

１１月４日（日）本校体育館において学芸会

が開催されました。昨年から児童数がさらに減

り、全校児童８名での開催となりました。職員

数も減少し、児童職員とも一人何役もこなすと

いう大変忙しい一日となりました。保護者の皆

様、地域の皆様の目には、どのように映られた

でしょうか。

今年は、全校合唱・合奏、劇「きっちょむ話」

の他に３．４年生による「書道パフォーマンス」、

５．６年生による劇「タオル地蔵」など行われ

ました。本校で開催される学芸会も残すところ

あと１回です。 来年度の学芸会は「閉校記念」の冠がつきます。

今回披露された「よさこい」は、８日（木）の八雲町小学校学習交流会でも披露され、

盛大な拍手をいただきました。

１１月２０日（火）

第２回やまびこ学級が黒岩小学校を会場に行われました。

黒岩小、山崎小、浜松小あわせて３１名の児童が一堂に会し、

共に学び、ともに給食をとりました。

中学年は、家庭科室で旬の食品について学習し、かぼちゃだ

んごを作りました。

高学年は、体育館でボール運動をし、その後ホットケーキ作 ３，４年生のカボチャだんご作り

りをしました。やまびこの子どもたちはもうすっかり仲よしで

す。次回「やまびこ学級」は、１月のスキー学習になります。

１１月２７日（火）「やくも少年少女ゆめ議会」が八雲町役場

議場で行われました。本校からは、５年生の鳴海和正くんが

代表で町長さんに質問と要望を述べました。 ５，６年生のボール運動

お年寄りにとって住みやすい町づくりのあり方について

提案し、黒岩小学校の閉校後の有効利用について要望をし

ました。この黒岩の町、そしてそこに住む人たちのことを

考えたすばらしい発言でした。緊張しながらも堂々と発言

していました。

川代町長からは、八雲町独自の政策として「訪問診療」

や「タクシー助成」について答弁されました。


